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32 野中健一・小野映介・夏原和美・村山伸子「自然を取り込む− 日記法によるラオス３ 

  地域の野生食物摂取の比較-」佐藤廉也・池口明子編『資源と生業の地理学』海青社  

 2014 61-81 頁 

33 野中健一「食文化としての昆虫食」三橋淳・小西正泰編『文化昆虫学事始め』創森社  

 2014 38-64 頁 

34 野中健一「ホシムシはおいしい」山下博由・李善愛編著『干潟の自然と文化』東海大学 
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列島の文化史 ８ 1992 77-104頁(査読付) 
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15 中川裕・野中健一「言語学と地理学の一接点」言語 25-6 1996 27-35頁 

16 野中健一「昆虫食について」 長野県民俗の会会報 19 1996 1-18頁（招待論文） 

17 野中健一・中川裕 「グイ・ガナ＝ブッシュマンの生活に見られる人間と昆虫との関 

係」インセクタリゥム33-10,11,12  1996 12-15，8-11，10-13頁 

18 NONAKA, K. Ethnoentomology of the Central Kalahari San. African Study Mono-  

 graphs Supplementary Issue 22 1996 pp.29-46 (査読付) 

19 野中健一「中央カラハリ砂漠のグイ・ガナ＝ブッシュマンの食生活における昆虫食の 

  役割」アフリカ研究 50 1997 81-99頁(査読付) 

20 口蔵幸雄・野中健一・須田一弘・須田和代 「移住と生業戦略－インドネシア，セラ 

ム島の農村における生業活動と食物利用－」国立民族学博物館研究報告 22-2 1997 
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26 野中健一「人文学部専門教育科目におけるフィールドワークの実践の意義」 

大学教育研究（三重大学共通教育機構）7 1999 69-73頁 

27 野中健一・宮川修一・水谷令子・竹中千里・道山弘康 「ラオスの農業と農民生活」 

熱帯農業 43-2 1999 115-121頁(査読付) 

28 野中健一「インドネシア，スラウェシ・マルク地方のサゴヤシのオサゾウムシ食慣行」 
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徴をみいだすために－」人文論叢（三重大学人文学部）18 2001 161-172頁 

35 野中健一「昆虫試食からわかった人間と環境との関係理解に向けた「感覚知」の重要 
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40 渡邉悌爾・野中健一「“三重の文化と社会”の初年度の報告」人文社会教育研究（三 
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